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日
本
三
景
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

松
島
の
旬
な
地
場
産
品
が
い
っ
ぱ
い

松
島
の
マ
ル
シ
ェ
ま
つ
の
市

　

七
月
二
十
一
日
の「
日
本
三
景
の
日
」

を
記
念
し
て
、
日
本
三
景
の
良
さ
を
再

認
識
し
て
も
ら
お
う
と
日
本
三
景
各
地

で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
島
海
岸
グ
リ
ー
ン
広
場
で
は
、
七

月
の
十
九
日
と
二
十
日
に
、
松
島
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
衣
類

や
雑
貨
な
ど
を
買
い
求
め
る
観
光
客
な

ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

松
島
海
岸
中
央
広
場
で
は
、
七
月

二
十
日
に
ま
つ
の
市
と
屋
台
村
が
開
催

さ
れ
、
旬
の
松
島
の
地
場
産
品
な
ど
が

販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
読
売
新
聞
社
が
公

募
し
た
、
新
時
代
の
日
本
の
風
景
「
平

成
百
景
」
に
松
島
が
選
ば
れ
た
こ
と
を

記
念
し
て
、
読
売
新
聞
東
北
総
局
の
岡

島
毅
総
局
長
よ
り
大
橋
町
長
に
認
定
証

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
人
が
案
内
す
る
松
島

と
し
て
、
奥
平
勝
保
さ
ん
（
高
城
）
が

雄
島
な
ど
を
案
内
し
、
参
加
者
は
普
段

は
聞
け
な
い
史
跡
な
ど
の
説
明
を
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲

値
段
を
交
渉
で
き
る
の
が

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
醍
醐
味
で
す

▲
奥
平
さ
ん
（
高
城
）
が
雄
島
な
ど
を
案
内

し
ま
し
た

　

松
島
町
地
産
地
消
実
行
委
員
会
（
小

島
等
委
員
長
）
が
主
催
す
る
「
松
島

の
マ
ル
シ
ェ　

ま
つ
の
市
」
が
六
月

二
十
八
日
に
中
央
公
民
館
駐
車
場
で
開

催
さ
れ
、
十
五
の
テ
ン
ト
に
所
狭
し
と

並
べ
ら
れ
た
地
場
産
品
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
小
島
委
員
長
は
「
旬
の
野

菜
や
海
産
物
な
ど
多
く
の
地
場
産
品
が

揃
い
ま
し
た
。
消
費
者
と
生
産
者
の
顔

が
見
え
る
関
係
を
大
切
に
し
、
地
産
地

消
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。　
　

  

訪
れ
た
町
民
は
新
鮮
で
安
全
、
そ
し

て
格
安
と
あ
っ
て
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど

買
い
物
を
し
た
り
、
生
産
者
に
お
い
し

い
食
べ
方
を
尋
ね
た
り
と
会
話
を
弾
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

  

次
回
の
ま
つ
の
市
は
、
八
月
三
十
日

に
中
央
公
民
館
駐
車
場
で
開
催
し
ま

す
。

▲

生
産
者
と
消
費
者
が
ふ
れ
あ
れ
る
の
が

　

ま
つ
の
市
の
良
い
と
こ
ろ

▲

広
場
に
は
多
く
の
町
民
が
訪
れ
ま
し
た
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▲

ボ
ー
ル
遊
び
か
ら
水
泳
、
ス
ケ
ー
ト
な
ど

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き
ま
す

▲

子
ど
も
た
ち
に
体
を
動
か
す
機
会
を
提
供

し
ま
す

▲

企
業
等
の
研
修
に
も
対
応
で
き
る
施
設
で
す

▲

人
工
芝
と
天
然
芝
の
張
り
替
え
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

「
レ
ッ
ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
」

　

六
月
二
十
日
か
ら
年
間
を
と
お
し

て
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き
る

「
レ
ッ
ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

未
就
学
児
か
ら
小
学
四
年
生
ま
で
を

対
象
に
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
懐
か
し

い
「
ろ
く
も
ん
す
」
な
ど
も
メ
ニ
ュ
ー

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
が
体
を

動
か
す
機
会
が
減
少
し
た
り
、
発
達
段

階
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
指
導
が
受
け
ら

れ
な
い
な
ど
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
マ
リ

ソ
ル
松
島
や
町
教
育
委
員
会
な
ど
が
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

松
島
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　

旧
仙
台
育
英
学
園
高
等
学
校
松
島
研

修
セ
ン
タ
ー
が
㈳
宮
城
県
サ
ッ
カ
ー
協

会
の「
松
島
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

松
島
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
合
宿
や
研
修

に
利
用
で
き
る
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
大
会
や
企
業
の
研
修
な
ど
に
も
幅

広
く
活
用
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
秋
に
は
、
㈳
宮
城
県
サ
ッ
カ
ー
協

会
に
よ
っ
て
改
修
工
事
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
天
然
芝
の
張
り
替
え
や
人
工
芝

の
敷
設
、
照
明
の
増
設
工
事
な
ど
を
行

い
、
さ
ら
に
施
設
の
充
実
を
図
る
予
定

で
す
。
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地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

ど
ん
な
こ
と
に
利
用
で
き
る
の

　

研
修
室
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
、
調
理
室
、
図
書
室
な
ど
が
あ

る
の
で
、
サ
ー
ク
ル
や
町
内
会
な

ど
各
種
団
体
で
行
わ
れ
る
会
議
や

研
修
会
、
講
座
、
料
理
教
室
な
ど
、

生
涯
学
習
や
地
域
活
動
の
拠
点
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

健
康
増
進
施
設
と
し
て

　

旧
校
庭
は
屋
外
運
動
場
と
し
て

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
活
用
で
き
ま

す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
各
種
屋
外
ス
ポ

ー
ツ
や
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
健
康
増
進
の
場
と
し
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
松
島
東
部
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
は
屋
内
運
動
場（
旧
体
育
館
）

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
各
種
ス

ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
の
方
々
に
幅
広

く
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

手
樽
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
旧
松
島
第
三
小
学
校
）

施設の概要 利用料金
●センター施設
 ・研修室1～ 3
 ・調理室
 ・郷土資料室、図書室
●屋外運動場
●利用時間
 　センター施設
 　9:00 ～ 21:00
 　屋外運動場
 　5:00 ～ 19:00

●センター施設
    9:00 ～ 17:00 　1時間150円
  17:00 ～ 21:00 　1時間200円
　※暖房料など実費分徴収
●屋外運動場
　町内の方　　　　　無料
　町外の方　　1時間700円
  ※減免については公民館へ
　　お問い合わせください

　

生
涯
学
習
の
振
興
と
健
康
の
維
持
増
進
を
図
り
、
町
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
八
月
一
日
よ
り
旧
第
三

小
学
校
を
「
手
樽
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」、旧
第
四
小
学
校
を
「
松

島
東
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

   

施
設
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
活
動
の
拠
点
施
設

松
島
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
が

利
用
開
始   

ー
生
涯
学
習
の
振
興
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
て
ー

▲町民の交流の場に
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郷
土
資
料
室
も
併
設

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
郷
土

資
料
室
が
あ
り
ま
す
。
地
域
や
学

校
、
幼
稚
園
な
ど
の
思
い
出
の
品

物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

な
つ
か
し
い
、
思
い
出
に
ふ
れ

あ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ど
う
す
れ
ば
利
用
で
き
る
の

　

施
設
を
利
用
す
る
場
合
は
申
請

が
必
要
で
す
。

　

使
用
希
望
日
時
を
松
島
町
中
央

公
民
館
に
連
絡
し
、
利
用
許
可
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
・
料
金
は

　

施
設
の
利
用
時
間
と
利
用
料
金

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
利
用
料
金
は
減
免
措
置

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

中
央
公
民
館　

　

0
３
５
３
ー
３
０
３
０

地
域
活
動
の
活
性
化
を

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進

み
、
価
値
感
も
多
様
化
す
る
中
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
は
、
地
域
住
民
の
相
互
協
力
と

地
域
活
動
の
役
割
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
地
域
活
動
の

拠
点
施
設
を
整
備
し
生
涯
学
習
の

振
興
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。

施設の開放に関するお知らせ
　通常は予約があるときに開館しますが、以下の
期間は常時開放を行います｡
　お気軽にお立ちよりください｡

施設の概要 利用料金
●センター施設
・研修室1～ 3
・調理室
・郷土資料室・図書室
・ミーティングルーム
・和室
・多目的広場
●屋外運動場
●屋内運動場
・競技場
・ミーティングルーム
●利用時間
・センター施設
・屋内運動場
 　9:00 ～ 21:00
 　屋外運動場
 　5:00 ～ 19:00

●センター施設
　手樽地域交流センターと同じ
●屋外運動場
　手樽地域交流センターと同じ
●屋内運動場
競技場(1時間）
用途 9:00～17:00 17:00～21:00

スポーツ 600円 900円
催し 3,500円 5,600円
営利目的 8,800円 14,100円
ミーティング
ルーム 150円     200円

※減免については公民館へお問い合わ
せください

場所 期間 開放時間 開放曜日

手
樽
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー

（夏休期間）
8/1～ 8/25

13：00～
16：00 月曜日を除く毎日

8/26～ 11/30   9：00～
16：00 毎週水、金、日

（冬期間）
12/1～ 3/31

13：00～
16：00 同上

松
島
東
部
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー

（夏休期間）
8/1～ 8/25

13：00～
16：00 月曜日を除く毎日

8/26～ 11/30   9：00～
16：00 毎週火、木、土

（冬期間）
12/1～ 3/31

13：00～
16：00 同上

松
島
東
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

（
旧
松
島
第
四
小
学
校
）
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を

開
催

　

第
五
十
九
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の

一
環
と
し
て
、
七
月
十
五
日
に
松
島
中
学
校

三
年
の
七
尾
紗
季
さ
ん
を
一
日
保
護
司
に
委

嘱
し
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
司
な
ど
の
関
係
者
は
、
松
島

中
学
校
と
松
島
高
校
校
門
で
生
徒
の
皆
さ
ん

と
共
に
朝
の
声
が
け
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
は
「
今
日
も
一
日
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

エ
ド
マ
ン
ド・ブ
ラ
ン
デ
ン
の

詩
碑
案
内
板
を
設
置

　

松
島
湾
を
正
面
か
ら
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
眺
望
地
の
一
つ
、
新
富
山
に
は
イ
ギ
リ
ス

の
詩
人
エ
ド
マ
ン
ド
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
氏
の
詩

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
詩
碑
は
奥

ま
っ
た
場
所
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
人
目
に

付
き
に
く
い
た
め
、
登
り
口
付
近
に
詩
碑
の

案
内
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

エ
ド
マ
ン
ド
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
氏
は
、
昭
和

二
十
三
年
に
家
族
と
と
も
に
松
島
を
訪
れ
、

松
島
の
美
し
さ
に
感
動
し
、「
快
き
響
き
か

な
松
島
の
そ
の
名
、
人
は
皆
ま
だ
見
ぬ
そ
の

地
憧
れ
て
・
・
・
」
と
詩
を
詠
み
ま
し
た
。

そ
の
詩
を
旧
築
館
町
（
現
栗
原
市
）
出
身
の

詩
人
白
鳥
省
吾
氏
が
日
本
語
に
翻
訳
し
、
昭

和
三
十
六
年
に
石
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

松
島
第
二
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

救
命
救
急
講
習
会
を
開
催

　

松
島
第
二
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
郡
山
宗
浩
会

長
）
で
は
、
七
月
十
二
日
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
を

使
っ
た
救
命
救
急
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
の
職
員
の
指
導

の
下
、
十
六
人
の
父
母
が
人
形
を
使
っ
た
人

工
呼
吸
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
「
周
り
に
人
が
い
な
か
っ
た
場

合
の
対
処
方
法
は
」
な
ど
と
質
問
し
な
が
ら

熱
心
に
講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

郡
山
会
長
は
「
夏
休
み
も
近
い
の
で
、
子

ど
も
た
ち
に
何
か
あ
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
、

親
と
し
て
も
救
命
救
急
を
学
ぶ
こ
と
は
大
切

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

磯
崎
少
年
野
球
が

ジ
ャ
ン
ボ
大
会
で
三
位
に

　

第
三
十
二
回
河
北
優
勝
旗
争
奪
宮
城
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
大
会
（
ジ
ャ
ン
ボ

大
会
）
が
開
催
さ
れ
、
磯
崎
少
年
野
球
が
町

内
チ
ー
ム
で
初
め
て
の
三
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

磯
崎
少
年
野
球
は
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
対
戦
相
手
を
次
々
と
破
り
、
六
連
勝
で
準

決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。
六
月
二
十
七
日
に

Ｋ
ス
タ
宮
城
で
開
催
さ
れ
た
準
決
勝
で
は
湊

ビ
ッ
ク
ウ
ェ
ー
ブ
（
石
巻
市
）
と
対
戦
し
、

惜
し
く
も
敗
れ
て
決
勝
進
出
は
逃
し
ま
し
た

が
、
二
百
九
十
二
チ
ー
ム
中
の
三
位
と
健
闘

し
た
選
手
に
、
応
援
団
か
ら
拍
手
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

▲案内板が設置され多くの人に詩碑をPR

▲町内チームで初の 3位に輝いた磯崎少年野球

▲AEDの操作方法を学ぶPTAの皆さん

▲「今日も一日がんばりましょう」と呼びかけました
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交
通
安
全
功
労
者
表
彰

　

六
月
十
八
日
に
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
平

成
二
十
一
年
度
宮
城
県
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
総
会
の
席
上
で
、
松
島
町
交
通
安
全
母

の
会
の
土
井
こ
は
る
さ
ん
（
手
樽
）
が
、
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

米
寿
お
め
で
と
う

（
七
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
松
田
茂
さ
ん
（
松
島
）

◆
熊
谷
み
よ
　

さ
ん
（
高
城
）

◆
岸
國
雄
さ
ん
（
下
竹
谷
）

寄
付
・
寄
贈

松
島
中
学
校
へ

◆
松
中
Ｉ
・
エ
イ
ト
会
よ
り　

　

 

図
書
カ
ー
ド　

二
万
円
分

少
年
の
主
張
で
優
秀
賞

　

第
三
十
回
少
年
の
主
張
仙
台
地
区
大
会
が

七
月
十
日
に
大
郷
中
学
校
で
開
催
さ
れ
、
松

島
中
学
校
の
高
橋
綾
香
さ
ん
（
三
年
）
が
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
母
の
言
葉
か
ら
」
と
題
し
て
、
普
段
何

気
な
く
か
け
ら
れ
る
母
の
言
葉
に
こ
め
ら
れ

た
愛
情
を
自
然
体
で
語
る
高
橋
さ
ん
に
、
審

査
員
か
ら
も
「
自
然
に
話
に
吸
い
込
ま
れ
ま

し
た
」
と
好
評
を
得
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
高
橋
さ
ん
は
「
他
の
人
の
主
張
が
上
手

で
緊
張
し
ま
し
た
。
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
と

き
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

松
島
町
の
代
表
者
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

の
は
第
十
五
回
大
会
以
来
二
人
目
の
快
挙
で

す
。
高
橋
さ
ん
は
九
月
十
七
日
に
岩
沼
北
中

学
校
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

根
廻
老
人
会
が
生
き
生
き

シ
ニ
ア
活
動
と
し
て
顕
彰

　

ね
ま
わ
り
子
ど
も
活
動
支
援
が
ニ
ッ
セ
イ

財
団
よ
り
生
き
生
き
シ
ニ
ア
活
動
と
し
て
顕

彰
さ
れ
、
六
月
十
七
日
に
宮
城
県
庁
で
顕
彰

金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

根
廻
老
人
会
ネ
ー
ブ
ル
倶
楽
部
（
阿
部
忠

太
郎
会
長
）
で
は
、
会
員
が
中
心
と
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
竹
細
工
を
教
え
た
り
、
ひ
ま

わ
り
の
種
を
一
緒
に
ま
く
な
ど
の
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

生
き
生
き
シ
ニ
ア
活
動
顕
彰
と
は
、
ニ
ッ

セ
イ
財
団
が
行
っ
て
い
る
制
度
で
、
高
齢
者

が
主
体
と
な
っ
て
多
世
代
間
に
関
わ
る
地
域

貢
献
・
社
会
貢
献
活
動
に
対
し
て
知
事
の
推

薦
に
基
づ
き
助
成
す
る
も
の
で
す
。

納
税
功
労
者
を
表
彰

　

七
月
二
十
三
日
に
松
島
町
納
税
貯
蓄
組
合

長
会
議
が
パ
レ
ス
松
洲
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  

会
議
の
席
上
で
、
長
年
納
税
の
推
進
と
普

及
に
尽
力
さ
れ
た
十
名
の
組
合
長
に
そ
れ
ぞ

れ
大
橋
町
長
か
ら
表
彰
状
、
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

  

表
彰
状
、
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
組
合
長

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◇
町
長
表
彰
（　

）
は
組
合
名

佐
々
木
淳
郞
（
高
城
迎
山 

）、武
田
俊
一 （
高

城
第
四 

）、
加
藤
新
一
（
三
居
山
）、
木
村

勇
一
（
芋
沢
）

◇
町
長
感
謝
状

蜂
谷
美
江
子（
霞
ヶ
浦
第
一
）、今
野
勝
正（
水

主
町
）、
武
山
聖
子
（
高
城
新
生
）、
岩
瀬
和

子 （
上
幡
谷
第
一
）、
内
海
孝
一
（
桜
渡
戸
）、

丹
野
邦
保
（
元
名
込
）

街
角
ス
ナ
ッ
プ

　

田
ん
ぼ
の
鮮
や
か
な
緑
に
、
シ
ラ
サ

ギ
が
優
雅
に
飛
ぶ
姿
は
き
れ
い
で
す
ね
。

　

手
樽
干
拓
の
田
ん
ぼ
で
の
ひ
と
コ
マ

で
す
。

▲顕彰金の贈呈書を手にする阿部会長

▲優秀賞に輝いた高橋綾香さん（松中 3年）

▲土井こはるさん（手樽）
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高
齢
者
虐
待
防
止
講
演
会

　

松
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
六

月
十
七
日
に
中
央
公
民
館
で
高
齢
者
虐
待
防

止
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

演
会
に
は
、
町
内
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
関
係
者
、
高
齢
者
虐
待
に
関
心
の
あ
る

方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
高
齢
者
虐
待
を
予
防
す
る
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
講
師
の
宇
都
彰
浩
弁
護
士
（
仙
台

弁
護
士
会
）
が
「
高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い

る
家
族
は
、
自
分
で
気
づ
か
な
い
間
に
介
護

負
担
を
抱
え
て
孤
立
し
て
し
ま
い
、
虐
待
が

行
わ
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
周
囲

に
い
る
人
々
が
敏
感
に
な
り
、
見
守
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
す
と
、
参
加
者

は
メ
モ
を
取
る
な
ど
し
て
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

宮
城
郡
中
学
校

総
合
体
育
大
会
結
果

　

六
月
二
十
四
日
と
三
十
日
に
宮
城
県
総
合

運
動
公
園
で
第
十
四
回
宮
城
郡
中
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
・
水
泳
競
技
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
団
体
（
敬
称
略
）

第
三
位　

陸
上
男
子
総
合

◆
個
人

第
一
位

陸
上
男
子
４
０
０
ｍ
・
岸
智
紀
（
三
年
）、

１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
赤
間
翔
太
（
三
年
）、

走
高
跳
・
庄
子
美
紗
（
三
年
）、
水
泳
二
年

女
子
１
0
０
ｍ
平
泳
ぎ
・
内
海
み
の
り（
二
年
）

第
二
位

陸
上
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
・
武
山
祐

太
（
二
年
）、
赤
間
亮
太
（
二
年
）、
菅
野
修

一
（
一
年
）、
鈴
木
藍
真
（
一
年
）、
陸
上
男

子
３
０
０
０
ｍ
・
村
田
雄
悟
（
三
年
）、
男

子
走
高
跳
・
野
田
悠
太
（
二
年
）、
陸
上
女

子
１
０
０
ｍ
・
菅
原
千
明
（
三
年
）、
水
泳

二
年
女
子
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
・
内
海

み
の
り
（
二
年
）、
水
泳
二
年
女
子
２
０
０

ｍ
自
由
形
・
堀
田
桃
花
（
一
年
）

第
三
位

陸
上
男
子
二
年
１
０
０
ｍ
・
加
藤
大
地
（
二

年
）、陸
上
男
子
一
年
１
０
０
ｍ
・
菅
野
修
一

（
一
年
）

賢い消費者になるために　～消費生活ＰＲコーナー～

振り込め詐欺に再度注意!!
「私は　大丈夫・・・」なんて思っていませんか？
振り込め詐欺の被害者の９割の人が「振り込め詐欺を知っていた」、７割の人が「全く疑わなかった」という調査結果
があります。「自分だけは大丈夫」「家族を助けたい」などと、情を巧みについた犯罪です。「大丈夫」ではなく「詐欺
かもしれない」と疑うことを忘れないようにしましょう。

思い込みを誘う３つのワナ

ワナ①「私は大丈夫！」という思い込み…　「私は慎重
な性格なので絶対大丈夫」という思い込みは危機感を薄
れさせ、いざという時、詐欺に気づけなくなってしまう。
ワナ②「もしかして、あのときの…」…　アダルトサイ
ト利用料や未払金の請求、借金などまわりに相談しにく
い状況をつくり、誰もが「もしかしたら」と思い当たる
内容をついてくるのが詐欺の常とう手段である。
ワナ③気を動転させて、疑うスキを与
えない…　自分の家族のことで動揺し
ない人はいません。冷静な判断ができ
ないうちにお金で解決を持ちかける。

巻き込まれないためのポイント！

ポイント①　すぐに振り込まない。ＡＴＭへ行かない。
ポイント②　慌てずに、電話を切った後、すぐに事実を

確認してみる。
ポイント③　「おかしい…」と思ったら相手の所属、氏名、
連絡先を聞き、「１０４」などで調べる。
ポイント④　脅迫めいた言動を受けても、毅然とした態
度で接し、すぐに警察に通報する。

手口が巧妙化、次々進化しています。

　警察を装い、預金通帳やキャッシュカードにからんだ
被害が多発しています。
　心配な時は最寄りの警察署や自治体の消費者相談窓口
などにご相談ください。

●相 談 日　毎週火・木曜日　午前９時～午後４時30分
●相談窓口　産業観光課 商工観光班　消費生活相談員　
　　　　　　0354-5708
※毎月第１火曜日（午前10時～午後３時）は勤労青少年
ホームで相談を受けます。

－近くで被害が発
生していますー

▲関係者をはじめ、多くの方々が参加しました
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松島の新鮮な幸を　
松島のマルシェまつの市開催

　町の新鮮な海の幸、山の幸、加工品等を取りそ
ろえ、軽トラックで販売しますので、ぜひご来場
ください。

●日　時　８月３０日（日）午前９時～正午
●場　所　中央公民館駐車場
●問合先　産業観光課農林水産班
　　　　　0３５４-５７０７

シルバーだより
広がっていますボランティ活動の輪
  ６月１３日にシルバー人材センター初原地域班
の会員４人と地域有志の皆さん５人が、初原ユー
ユー公園の除草を協同ボランティア作業で行いま
した。
　シルバー人材センターでは地域とのふれ合いを
大切にし、ボランティア活動の輪を広げています。

　「美遊」ではトレーニングジム利用者講習会を実施しています。（トレーニングジムを利用するには、講習会の受講が
必要です）（高校生以上）
　　　５日（水）午前１０時～　　８日（土）午後７時～　
　　１０日（月）午後　７時～　２２日（土）午後７時～
　　２３日（日）午前１０時～　２９日（土）午後７時～　　
　受付は電話でも仮受付しますが、申請受付は温水プールで直接行います。
　申請の際は、３カ月以内に写した本人の写真（縦３cm×横２．５cm）２枚をご持参ください。　
　なお、各時間帯の受講者数はおおむね１０人（先着順）です。講習会時は上靴と運動のできる服装をご持参ください。

８月のトレーニングジム登録講習会のお知らせ

８月の休館日
　31日（月）●問合先　スポーツ振興センター　0354－4485

８月募集の各種教室のお知らせ
親子水泳教室
　親子でいっしょに水泳を学びませんか。水泳を通したスキンシ
ップを図りましょう。
 ●実 施 日　 8月22日（土）、29日（土）、9月5日（土）、12日（土）、

26日（土）、10月10日（土）、17日（土）、24日（土）
 ●募集対象　幼児及び小学生低学年の子どもとその保護者
 ●時 間　午前10時～午前11時
 ●定 員　10組20人程度　　
 ●内 容　水遊び、水泳の基礎　等
 ●指 導 者　高橋枝里子
 ●参 加 料　1家族 2,000円（8回分）
          　　　（但し子ども1人に保護者1人は付いてください）
 ●募 集   8月7日（金）午前10時から温水プール美遊で募集

を開始します
　　　　　　電話申込可　スポーツ振興センター　0354－4485

健康の日参加者募集
毎月11日は “健康の日

　毎月11日を『健康の日』として、健康づくりのた
めの運動教室を実施しています。
　8月の予定は下記のとおりです。9月の特定健診に
むけて、ぜひ、あなたも参加してみませんか？
●日　時　8月11日（火）
　　　　　午前10時～午前11時30分
●場　所　松島町温水プール（美遊）
●内　容　 水中エアロビクス（水着と水泳帽の用意

をお願いします。）
●参加費　 500円（券売機でプール利用券を購入し

てください。）
●申込み・問合先　
　　　　　 8月10日（月）まで、電話でお申込みく

ださい。
　　　　　0355－0703
　　　　　保健福祉センター内（健康づくり担当まで）
9月の「健康の日」は総合健診のため、9月17日（木）
となります。

社団法人

松島町シルバー人材センター
宮城県宮城郡松島町高城字浜1番地の3
TEL022-353-4505・FAX022-353-4506

▲皆さんのお越しをお待ちしています

▲ボランティア活動が地域との輪を広げています
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松
島
の
持
つ
歴
史
的
な
文
化
特

性
を
活
か
し
た
七
夕
の
宵
の
祭
り

「
瑞
巌
寺
灯
道
」
が
、
今
年
も
八
月

六
日
か
ら
三
日
間
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

時
間
の
流
れ
の
ゆ
っ
た
り
と
し

た
空
間
で
、
癒
し
と
安
ら
ぎ
の
精

神
世
界
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

● 

日
時　

八
月
六
日（
木
）〜
八
日（
土
）

　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

●
場
所　

　
 

瑞
巌
寺
参
道
周
辺
、
寺
町
小
路
、

水
主
町
通
り
、
松
島
海
岸
駅
前

広
場
、
観
瀾
亭

●
問
合
先　
（
社
）松
島
観
光
協
会

0
３
５
４
ー
２
６
１
８

静
寂
と
精
神
の
世
界

　

初
日
に
は
、
町
内
の
小
学
六
年

生
も
一
緒
に
瑞
巌
寺
参
道
沿
い
の

ろ
う
そ
く
を
一
斉
に
点
火
し
ま
す
。

暗
闇
に
灯
り
の
道
が
で
き
る
感
動

的
な
瞬
間
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
内
の
小
学
生
が
製
作

し
た
か
わ
い
ら
し
い
吊
り
灯
籠
が

飾
ら
れ
、
祭
り
に
華
を
添
え
ま
す
。

寺
町
に
足
湯
が
登
場

　

寺
町
小
路
後
ろ
の
縁
日
屋
台
会

場
に
太
古
天
泉
松
島
温
泉
の
足
湯

が
登
場
し
ま
す
。

　

夏
の
夜
風
に
あ
た
り
な
が
ら
、

足
湯
に
つ
か
っ
て
日
頃
の
疲
れ
を

癒
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
時
間　

午
後
七
時
〜
午
後
九
時

●
場
所　

 

寺
町
縁
日
屋
台
会
場

●
料
金　

無
料

「
海
の
七
夕
」
が
夜
の
松

島
湾
を
彩
る

　

宮
城
外
洋
帆
走
協
会
の
皆
さ
ん

が
ヨ
ッ
ト
の
マ
ス
ト
に
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
付
け
、
中
央
桟

橋
と
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
前
の

岸
壁
に
接
岸
し
ま
す
。

　

初
め
て
の
試
み
で
、
星
の
よ
う
な

輝
く
光
が
松
島
の
夜
を
彩
り
ま
す
。

サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
や
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
で
海
風
を
感
じ
る

　

松
島
ベ
イ
ク
ル
ー
ズ
で
は
、
期

間
中
、
松
島
湾
の
夕
景
を
楽
し
む

「
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
接
岸
後
、
停
泊
中
の
遊

覧
船
を
無
料
開
放
し
、
シ
ー
フ
ー

ド
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
が
楽
し
め

る
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
開
催
。
海
風

と
ビ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
定
員　

先
着
八
十
人

●
料
金　
大
人
千
三
百
円
・
小
人
六
百
円

●
時
間　

午
後
五
時
受
付
、
午
後

六
時
出
発
〜
午
後
七
時
着
岸

●
問
合
先　

松
島
ベ
イ
ク
ル
ー
ズ

（
株
）　

0
３
６
６―

５
１
１
１

２００９
夏のとっておき松島

芸術銀河2009協賛
第55回松島芭蕉祭並び全国俳句大会作品募集

●日 時　11月8日（日）　午前9時受付開始
●場 所　芭蕉祭（午前10時）瑞巌寺（陽徳院本堂）／　俳句大会（午後1時）中央公民館
●選 者　佐怒賀正美、西山睦、柏原眠雨、菅原鬨也、鈴木八洲彦、高野ムツオ、蓬田紀枝子（敬称略）
●講演選評　佐怒賀正美、西山睦　
●投句方法　3句1組（未発表雑詠・何組でも可、200字詰原稿用紙使用可、氏名、郵便番号、電話番号明記のこと）
●締 切 日　9月17日（木）厳守（当日消印有効）
●投 句 料　1組につき　1,000円（定額小為替又は現金書留）
●大会当日　松島周辺の嘱目　午後0時30分締切
●当日会費　1,500円（但し、参加者は瑞巌寺庫裡、陽徳院御霊屋、観瀾亭を拝観できます）
●顕 彰　選者賞　宮城県知事賞　宮城県教育長賞　松島町長賞　宮城県俳句協会長賞
●主 催　松島町　宮城県文化振興財団　宮城県俳句協会
●後 援　瑞巌寺　宮城県　宮城県教育委員会　塩竈市　（社）松島観光協会、宮城県観光連盟
　　　　　　河北新報社　NHK仙台放送局　東北放送　仙台放送　ミヤギテレビ　東日本放送
●投句先及び問合先
　　　　　　〒981－0215　宮城県宮城郡松島町高城字三居山一、54－55－404　榊原伊美方
　　　　　　全国俳句大会係宛
　　　　　　TEL/FAX　353－3201

夏の宵祭り

瑞巌寺灯道
8月6日～ 8日
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約
八
千
発
の
花
火
が
輝
く

松
島
灯
籠
流
し
花
火
大
会

　

色
様
々
な
打
ち
上
げ
花
火
や
水

中
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
約
八
千
発

が
次
々
と
打
ち
上
げ
ら
れ
る
恒
例

の
松
島
灯
籠
流
し
花
火
大
会
。
松

島
湾
に
は
無
数
の
灯
籠
も
流
さ
れ
、

花
火
と
と
も
に
豪
華
絢
爛
に
彩
り

ま
す
。

●
日
時　

八
月
十
七
日（
月
）

　

 

午
後
七
時
十
分
〜
午
後
八
時

三
十
分

　
 

荒
天
の
場
合
は
八
月
十
八
日

（
火
）に
延
期
と
な
り
ま
す
。

●
場
所　

松
島
海
岸
一
帯

　

 

花
火
大
会
当
日
は
交
通
規
制

が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

七
百
年
の
伝
統
的
行
事

瑞
巌
寺
大
施
餓
鬼
会

　

八
月
十
六
日
に
は
、
瑞
巌
寺
一

山
の
僧
侶
が
一
堂
に
会
し
て
伝
統

的
な
盂
蘭
盆
の
行
事
、
瑞
巌
寺
大

施
餓
鬼
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

七
百
有
余
年
の
伝
統
を
誇
る
こ
の

行
事
は
、
古
式
に
則
り
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
上
に
は
、
百
八
の
灯
籠
と
と

も
に
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
供
養

灯
籠
が
流
さ
れ
、
有
縁
無
縁
仏
の

供
養
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時　

八
月
十
六
日（
日
）

　

午
後
八
時
〜
午
後
八
時
四
十
五
分

　

供
養
花
火
打
ち
上
げ　

　

 

午
後
七
時
十
分
〜
午
後
七
時

四
十
分

●
場
所　

松
島
海
岸
中
央
広
場

●
問
合
先 

（
社
）松
島
観
光
協
会

　

0
３
５
４―

２
６
１
８

瑞
巌
寺
大
施
餓
鬼
会
奉
賛

松
島
灯
籠
流
し
花
火
大
会

八
月
十
七
日
開
催



生
涯
学
習

LELELETLEETETTTLETETLELETLETETT'SSSLET'SLET'Sレッツ

遊
ぼ
う

楽
し
も
う

学
ぼ
う

12

映
画
教
室

夏
休
み
子
供
映
画
教
室

●
日
時　

八
月
八
日
（
土
）

午
前
十
時
〜
午
前
十
一
時
三
十
分

●
場
所　

松
島
東
部
地
域
活
動
交

流
セ
ン
タ
ー
（
旧
松
島
第
四
小
学

校
）

●
内
容　

ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
、
い

じ
わ
る
狐
、
太
郎
ケ
池
の
夏
ま
つ

りふ
れ
あ
い
映
画
教
室

●
日
時　

八
月
二
十
七
日
（
木
）

　

午
前
九
時
〜
午
前
十
一
時
半

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

紙
屋
悦
子
の
青
春
・　

戦
火
に
芽
生
え
た
淡
い
恋

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

☎
３
５
３
―
３
０
３
０

品
井
沼
干
拓
資
料
館

八
月
開
放
日

　

七
日
（
金
）、
十
四
日
（
金
）、

二
十
一
日
（
金
）、二
十
八
日
（
金
）

で
す
。

　

予
約
無
し
で
見
学
で
き
ま
す
。

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
開
放
時
間　

午
後
一
時
〜
午
後

五
時

●
問
合
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学

習
班　

☎
３
５
４
―
５
７
１
４

民
謡
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
が
次
々

と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
浴
衣
姿
の

子
ど
も
た
ち
の
踊
り
に
は
会
場
か

ら
「
か
わ
い
い
」
と
大
き
な
拍
手

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

展
示
の
部
で
は
、
書
道
や
写
真
、

絵
画
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

町
民
の
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

活
動
の
成
果
を
発
表

　

平
成
二
十
一
年
度
松
島
町
芸
術

文
化
協
会
（
赤
間
洵
会
長
）
の
発

表
会
が
、
六
月
二
十
八
日
に
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
団
体
の
有
志
の
皆
さ
ん
に

よ
る
松
島
音
頭
で
華
や
か
に
幕
を

開
け
た
発
表
会
は
、
舞
踊
や
歌
謡
、

松
島
博
物
館
探
訪
第5巻

び
、
そ
の
縁
か
ら
小
堀
遠
州
の

推
薦
で
仙
台
藩
に
招し
ょ
う

聘へ
い

さ
れ
、

そ
の
後
、
石
州
流
清
水
派
を
創

立
し
て
い
ま
す
。

茶ち
ゃ

杓し
ゃ
く

：
抹
茶
を

す
く
う
さ
じ
。

竹
製
。
茶
さ
じ
。

棗な
つ
め

：
抹
茶
用
の

茶
入
れ
。
ナ
ツ

メ
の
実
の
形
に

由
来
す
る
。

仕し

服ふ
く

（
仕
覆
）：

茶
入
れ
を
保
護

す
る
た
め
の
袋
。

水み
ず

指さ
し

（
水
差
）：

釜
に
入
れ
る
不

足
の
水
を
指
す

器
。

お
詫
び
と
訂
正

広
報
ま
つ
し
ま
七
月
号
で
写
真
下
説
明

の「
雨
薄
」は「
雪
薄
」の
誤
り
で
し
た
。

　

仙
台
藩
祖
政
宗
は
、
多
様
な

趣
味
と
教
養
を
持
ち
、
そ
の
一

つ
に
茶
道
が
あ
り
ま
す
。

　

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）

の
小
田
原
攻
め
に
遅
参
し
た
政

宗
は
、
千
利
休
に
茶
道
を
学
び

た
い
と
豊
臣
秀
吉
に
申
し
出
た

逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
千
利
休
の
高
弟
の

ひ
と
り
古
田
織お
り

部べ

や
小
堀
遠
州

を
通
じ
て
茶
道
を
身
に
つ
け
た

政
宗
は
、
仙
台
藩
茶
道
頭
清
水

道
閑
を
京
都
に
派
遣
し
、
茶
道

具
の
購
入
を
命
じ
て
い
ま
す
。

　

政
宗
の
他
に
歴
代
の
藩
主
で

茶
道
具
の
収
集
に
積
極
的
だ
っ

た
の
が
、
四
代
綱
村
と
五
代
吉

村
で
し
た
。
綱
村
は
、
道
具
に

積
極
的
に
箱
書
し
、
吉
村
は
収

集
・
確
認
・
再
評
価
・
保
管
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

松
島
博
物
館
で
は
、
十
三
代

藩
主
慶よ
し

邦く
に

に
仕
え
た
石
州
流
清

水
派
八
世
の
清
水
鑑
が
新
調
し

た
茶
杓
、
茶
托
、
茶
碗
、
棗な
つ
め

、

香
合
、仕
服
（
仕
覆
）、水
指
（
水

差
）
等
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

清
水
道
閑
は
、
小
堀
遠
州
と

と
も
に
古
田
織
部
に
茶
道
を
学

松
島
町
芸
術
文
化
協
会
発
表
会

伊
達
家
の
茶
道
具

▲浅井さんの優雅な踊りが観客を魅了しました

▲昨年復活した松島音頭で開演
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話題の本

「空白の桶狭間」
加藤　廣　著

　駿河の今川義元の大軍を、僅
かばかりの尾張・織田の軍勢が
歴史的大勝利を納めた桶狭間の
戦いの真実とは？
　織田軍勢の誰もが数的不利を
覚悟する中、木下藤吉郎（秀吉）
だけは、その出自につながる秘
密を頼みに、ある罠をしかける。
藤吉郎一世一代の密約を容れ、
「影の人々」が今川軍団を死地
へ誘う。        
　従来の考えを覆す、大胆な発
想で物語は展開する。

今月の新刊
「庵堂三兄弟の聖職」
 真藤順丈　著
「エッジ（上・下）」
 鈴木光司　著
「どうせあちらへは手ぶらで行く」
 城山三郎　著
「もうすぐ」 橋本　紡　著
「アイスクリン強し」
 畠中　恵　著
「いとしのヒナゴン」
 重松　清　著
「四畳半神話体系」
 森見登美彦　著
「自然暮らしの知恵袋」
 境野米子　著

図　書　室
■平　日　9:00～17:00
■土・日・祝日 10:00～16:00
■休館日　月曜日、月曜日が
　　　　　祝日の場合は翌日
■問合先　勤労青少年ホーム
　　　　　☎354-4036

本の宝箱

場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

●
休
館
日　

八
月
十
七
日
（
月
）、

十
八
日
（
火
）

●
問
合
先　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
３
５
３
―
３
６
８
８

水
の
さ
さ
や
き
コ
ン
サ
ー
ト

　

六
月
二
十
一
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ウ
イ
ザ
ス
が
主
催
す
る
水
の
さ
さ

や
き
コ
ン
サ
ー
ト
が
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
旅
の
音
楽

家
と
し
て
世
界
で
演
奏
旅
行
を
行

っ
て
い
る
ギ
タ
ー
リ
ス
ト
丸
山
祐

一
郎
さ
ん
と
書
家
で
丸
山
さ
ん
の

パ
ー
ト
ナ
ー
の
こ
や
ま
は
る
こ
さ

ん
が
出
演
。
ギ
タ
ー
や
ブ
ラ
ジ
ル

の
民
族
楽
器
ビ
リ
ン
バ
ウ
の
演
奏

に
参
加
者
の
心
が
癒
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
仙
台
市
在
住
の
音

楽
家
ま
い
さ
ん
も
特
別
出
演
し
、

き
れ
い
な
歌
声
で
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。

　

後
半
は
、
丸
山
さ
ん
が
考
案
し

た
空
き
缶
で
作
ら
れ
た
楽
器
「
水

カ
リ
ン
バ
」
を
手
に
、
観
客
も
参

加
し
て
踊
っ
た
り
歌
っ
た
り
、
会

国宝瑞巌寺保存修理事業の特別招待
　国宝瑞巌寺の保存修理事業に伴い、特別
公開場所となる国宝「庫裡」及び陽徳院「寶
華殿」の整備を行いました。
　この度いよいよ準備が整いましたので、
一般の観光客に公開する前に、町民の皆様
をご招待しますので、是非ご覧ください。
●日時　8月28日（金）　午前8時～午後5時
●場所　瑞巌寺（庫裡・陽徳院寶華殿）
●問合先　瑞巌寺　☎354－2023

ねまわりのひまわりまつり
　小さな地区の素朴なイベント「ねまわりのひま
わりまつり」を今年も開催します。
　かわいいひまわり約22万本の中の散策が楽しめ
ます。
●日時　９月19日（土）～20日（日）午前９時～午後３時
●場所　根廻地区内
● イベント　あぜ道コンサート（19日：マンドリ
ン演奏、　20日：フラダンス）、ひまわり摘み取り体験、地場産品等販売

●問合先　ねまわりのひまわり実行委員会事務局　☎090－3123－6210

▲丸山祐一郎さんとこやまはるこさんが様々な楽
器を演奏して癒しの空間をつくっていました

瑞巌寺保存修理事業
特別招待券

本券１枚につき２人まで拝観できます
日時：８月28日（金）午前8時～午後5時
会場：瑞巌寺（庫裡）
　　　陽徳院（寶華殿）

瑞巌寺保存修理事業
特別招待券

本券１枚につき２人まで拝観できます
日時：８月28日（金）午前8時～午後5時
会場：瑞巌寺（庫裡）
　　　陽徳院（寶華殿）
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●日時　8月19日（水）、9月4日（金）
　午前９時～午後４時30分
●場所　マリンゲート塩釜
●受付期間　８月11日（火）
●受講定員　60人程度
●受講料　2,500円
●申込場所　各消防署
●問合先　塩釜地区消防事務組合
消防本部予防課内（塩釜地区防災
安全協会事務局）　☎361-1617

　ＮＴＴ東日本宮城支店では、平
成21年８月中に順次、新しい電話
帳（平成21年９月発行）を各家庭・
事業所へお届けします。
　その際、現在お使いの電話帳は、
新しい電話帳とお取り替えします
ので、配達員へお渡しください。
　なお、ご不在などで配達員に古
い電話帳を渡せなかった場合、後
日改めて回収しますので、下記「タ
ウンページセンター」までご連絡
ください。
●問合先　☎0120-506-309

●日時　９月６日（日）　午前10時
●場所　中央公民館
●対象　昭和７年12月31日以前
に誕生の方（８月中旬に案内状
をお送りします。）
●問合先　町民福祉課健康長寿班
　☎355-0666

　中小企業庁は、中小企業の悩み
の解決、新しい取組み、創業を支
援するため、相談窓口を設置して
います。まずは、国から委託して
いる次の機関に「地域力連携拠点
に相談したいことがある」とお気
軽にお電話ください。相談は無料
です。
●問合先
　宮城県商工会連合会
　☎225-8751
　宮城県中小企業団体中央会
　☎222-5560

一般曹候補生
●資格　18歳以上27歳未満の方
●受付期間　８月１日～９月11日
●試験　（１次）９月19日
２等陸・海・空士（男子）
●資格　18歳以上27歳未満の方
●受付期間　通年
●試験　受付時にお知らせします
２等陸・海・空士（女子）
●資格　18歳以上27歳未満の方
●受付期間　８月１日～９月11日
●試験　９月27日、28日
航空学生
●資格　高卒（見込含む）21歳未満
の方
●受付期間　８月１日～９月11日
●試験（１次）　９月23日
●問合先　自衛隊宮城地方協力本
部石巻地域事務所
　☎0225-83-6789

　平成21年度の奨学金貸与者を追
加募集します。
　詳しくは、松島町教育委員会教育
課学校教育班までご連絡ください。
●申込期間　８月３日（月）～８月
21日（金）（土・日は除きます）
●問合先　教育課学校教育班
　☎354-5713

　主に朝の通学時間帯に通学路で
の街頭指導をはじめ、小学校等の
交通安全教室の指導・各種イベン
ト時の交通指導などを行います。
　松島町内に在住し、普通自動車
免許を所持し、20歳以上65歳未
満の方で男女は問いません。
●問合先　総務課環境防災班
　☎354-5782

●募集学生の種類
ー教養学部ー
①全科履修生（４年以上在学し、学
士の学位の取得をめざす）
②選科履修生（１年間在学し、希
望する科目を履修）
③科目履修生（６ヵ月在学し、希
望する科目を履修）
ー大学院ー
④修士選科生（１年間在学し、希
望する科目を履修）

⑤修士科目生（６ヵ月在学し、希
望する科目を履修）
●募集期間　８月31日（月）まで
●問合先
　放送大学宮城学習センター
　☎224－0651

歯科休日診療　（受付：午前９時～午後３時）

8月 2日（日）相沢歯科医院 塩釜市尾島町22-18 ☎（362）2952
8月 9日（日）あべ歯科医院 塩釜市東玉川町8-8 ☎（366）5335
8月16日（日）渋井歯科医院 塩釜市宮町4-9 ☎（362）0637
8月23日（日）岩井歯科医院 多賀城市東田中2-30-1 ☎（368）5904
8月30日（日）梅津歯科クリニック 多賀城市鶴ヶ谷2-29-17 ☎（362）4344
9月 6日（日）汐見台歯科医院 七ヶ浜町菖蒲田浜字橋元1-1 ☎（357）5603

募　集

定額給付金の申請手続きは
お済みですか
　申請していない方は、お早めに
申請してください。また、申請書
がまだ届いていない方、申請書を
紛失したため申請していない方は、
役場定額給付金窓口までご連絡ま
たはお越しください。
●問合先　役場　定額給付金窓口
　☎354-6116

自衛官募集

奨学生募集危険物取扱者試験準備講習会の開催

ＮＴＴ東日本発行の電話帳を
配達・回収します

第52回松島町敬老会の開催
について

中小企業の皆さまへ

交通安全指導員募集

放送大学10月入学生募集
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●日時　毎月第2・第4木曜日
　８月13日（木）、８月27日（木）
　午前10時から正午まで
●場所　塩釜保健所
●問合先
　塩釜保健所　☎363-5505

　町税は、便利で忘れない、しかも
安心な口座振替を利用しましょう。
今月の納税
●納期　８月31日（月）
●町県民税　２期
●国民健康保険税
　５期（普通徴収）
●問合先
　課税については税務班
　☎354-5703
　納付については特別滞納整理室
　☎354-5913

　本年度発行した納付書（第２期
分）で町の指定する各金融機関で
お支払いください。
　なお、銀行口座引き落としは行
っていませんので、ご了承くださ
い。
●問合先　水道事業所下水道班
　☎354-5710

　国民健康保険加入者で今月70歳
以上になる方（８月２日～９月１
日生まれ）へ、高齢受給負担割合
が記載された国民健康保険者証
（９月１日から適用）を郵送します。
　なお、現在のお持ちの被保険者
証については、役場町民福祉課国
保窓口に返還してください。
●発送日　８月21日（金）
●問合せ　町民福祉課町民サービ
ス班　☎354-5705

●日時　8月4日（火）、9月1日（火）
　午前10時～午後３時
●場所　勤労青少年ホーム
●相談担当者　人権擁護委員・行
政相談委員・消費生活相談員
●問合先　町民福祉課福祉班
　☎354-5706、企画調整課まちづ
くり支援班　☎354-5809、産業
観光課商工観光班　☎354-5708

　日常生活で様々な出来事・悩み
などを解決します。「労働、金融、
生活保障、介護、法律、クレ・サラ」
　☎0120-980-629
　（平日　午前10時～午後４時）
　個人情報は厳守し、専門のアド
バイザーが無料で相談に応じます。
ライフサポートセンターみやぎ／
宮城県労働者福祉協議会
●問合先　☎367-1700

　８月17日（月）は松島灯籠流し花
火大会が開催されるため、町内一
帯は交通渋滞が予想されます。町
営バス全線の午後の便は、運休と
させていただきますので、ご了承
願います。
●問合先　総務課環境防災班
　☎354-5782

　県で差し押さえた電話加入権を
入札により公売します。どなたで
も入札に参加できます。
●日時　８月７日（金）午前11時
●場所　宮城塩釜県税事務所
●問合先　塩釜県税事務所納税第
二班　☎365-4194

　塩竈斎場は住宅地に隣接した斎
場です。より良い環境を保つため、
次のことにご協力ください。
●故人とのお別れの際には、次の
ものをに入れないようにお願い
します。

①金属製品、ガラス製品（装飾品、
銅貨、ビン・缶類、鏡、めがね
など不燃性のもの）

②プラスチックやゴム、ビニールなど
有害物質を出すおそれのあるもの

③布団、綿入れなど燃えにくいもの
④ペースメーカーなどの機械類
⑤その他、破損する危険のある物
（スプレー缶、ドライアイス）
●お車でご来場の際は、騒音防止
や省エネ対策のため、アイドリ
ングストップにご協力ください。

●問合先　塩竈斎場　☎364-8916

●日時　８月28日（金）
　午後１時30分～午後４時30分
●場所　多賀城市文化センター
●対象・定員　概

おおむ

ね55歳から65歳
までの方で、在職中又は退職後
１年程度の方。50人。

●内容　再就職という考え方をベ
ースに退職後の生活設計をテー
マとして、講義形式で実施します。
また、中高年世代の就職状況や
傾向についての情報提供や職業
相談・紹介などの説明を行います。

●申込期間　8月3日（月）～ 8月24日（月）
●参加料　無料
●申込み・問合先　産業観光課商
工観光班　☎354-5708

お知らせ

犬・猫引き取り日

国民健康保険被保険者証兼高齢
受給者証の交付について

納税は口座振替で！

人権なんでも相談・行政相談・消費
生活相談合同相談所

生活なんでも相談

町営バス運休のお知らせ

電話加入権をお売りします

塩竈斎場のご利用にあたって

中高年のキャリアライフセミナー

お忘れなく
８月31日は下水道事業受益者負担金

の第２期納付期限です
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１．運転手は～
　・シートベルトは必ず装着しましょう。
　・携帯電話を使いながら運転するのはやめましょう。
　・疲れているときは無理に運転せず休憩しましょう。

２．歩行者は～
　・道路を渡る時は必ず横断歩道を渡りましょう。
　・横断歩道を渡る時は青信号でも左右の安全確認をしましょう。
　・夜間外出のの際は「明るい色の服装」や「反射材の活用」を心
　　がけましょう。

●問合先　松島交番　☎354－2024

町内での交通事故が多発しています
～運転手・歩行者の方は次のことに気を付けましょう～

　根廻から品井沼に向かう町道根廻・品井沼線で昨年
度、水道管布設替工事が行われた箇所の舗装復旧工事
を行います。
　工事は、根廻トンネルを挟む、延長570mです。工
事に伴い根廻トンネルが日中作業時に車両通行止めと
なります。

●期　　間　８月24日（月）～９月３日（木）
　　　　　　（土・日曜日・祝日は除く）
●時　　間　午前９時～午後５時
●施工場所　幡谷字矢倉場地内
●施工業者　☎359－2506　三井住建道路（株）

　大日向から貝殻塚に向かう町道貝殻塚・中才線で昨
年度、水道管布設替工事が行われた箇所の舗装復旧工
事を行います。
　工事に伴い、日中作業時に車両通行止めとなります。

●期　　間　８月19日（水）～９月２日（水）
　　　　　　（土・日曜日・祝日は除く）
●時　　間　午前９時～午後５時
●施工場所　竹谷字清水地内
●施工業者　（株）渡邊舗装工業
　　　　　　☎258－1342

●問合先　水道事業所上水道班　☎354－5711

工事による通行止めのお知らせ
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　町では、離職を余儀なくされた非正規労働者、中高年齢者等の失業者に対して、次の雇用へのつなぎ雇用の
創出を図るため、下記職種に従事する臨時職員を募集します。
《応募資格》
　松島町に住民登録されている方で18歳以上65歳未満（年齢の基準日：平成21年10月２日）の失業されている方
※⑤～⑦で現在雇用されている方について、同一職種に限り再度応募することができます。
１．申 込 方 法　 希望職種番号を明記した市販の履歴書と失業者であることを証明できるもの（雇用保険受給

資格者証、廃業届、履歴書、職務経歴書等）を総務課総務管理班に提出してください。
２．申 込 期 間　８月３日（月）～８月14日（金）
３．受 付 時 間　午前８時30分～午後５時（土・日除く）
４．面接予定日　面接日は、履歴書提出後に連絡します。
５．採 用 方 法　書類審査および面接により採用を決定します。
６．問　合　先　総務課総務管理班　☎354－5701

松島町緊急雇用対策に係る臨時職員を募集します

番号 職種 内　　　容

①

臨
時
事
務
補
助
員

（
一
般
事
務
補
助
）

募集人員 １人
仕事内容 各種データ入力、庁舎内資料の整理等
勤 務 地 庁舎内
勤務形態 8:30～17:15　1日8時間・週40時間
休 日 土曜・日曜・祝日、

12月28日～31日
雇用期間 10月２日～３月31日
社会保険 有り
賃 金 時給700円

番号 職種 内　　　容

②

臨
時
事
務
補
助
員

（
戸
籍
・
住
基
等
窓
口
事
務
補
助
）

募集人員 １人
仕事内容 諸証明交付及び一般事務補助
勤 務 地 庁舎内（町民福祉課）
勤務形態 8:30～17:15　1日8時間・週40時間
休 日 土曜・日曜・祝日、

12月28日～31日
雇用期間 10月２日～３月31日
社会保険 有り
賃 金 時給700円

番号 職種 内　　　容

③

臨
時
業
務
補
助
員
（
保
育
業
務
補
助
）

募集人員 １人
仕事内容 勤務地間の給食等の運搬及び給食調

理補助並びに分園の安全パトロール
勤 務 地 高城保育所、高城保育所分園
勤務形態 8:30～17:15　１日８時間・週40時間
休 日 日曜・祝日及び月曜から土曜までで指定

する日、12月29日～31日
雇用期間 10月２日～３月31日
社会保険 有り
賃 金 時給700円
その他添付書類 普通自動車運転免許のコピー
そ の 他 勤務形態は､ 所長の指定により一部

調整する場合があります。

番号 職種 内　　　容

④

臨
時
業
務
補
助
員
（
保
育
業
務
補
助
）

募集人員 ３人
仕事内容 保育士の業務支援及び入所児の生活・

保育指導補助
勤 務 地 松島・高城・磯崎保育所
勤務形態 8:30～17:15　１日８時間・週40時間
休 日 日曜・祝日及び月曜から土曜までで指

定する日、12月29日～31日
雇用期間 10月２日～３月31日
社会保険 有り
賃 金 時給700円
そ の 他 勤務形態は､ 所長の指定により一部

調整する場合があります。

番号 職種 内　　　容

⑤

臨
時
業
務
補
助
員

（
小
・
中
学
校
で
の
学
級
担
当
等
の
補
助
）

募集人員 ２人
仕事内容 子どもの生活・英語学習等指導の補助（町内小学

校）子どもの生活・学習指導の補助（松島中学校）
勤 務 地 町内小学校・中学校
勤務形態 8:15～17:00　1日8時間・週40時間計100日以内
休 日 土曜・日曜・祝日、長期休業日
雇用期間 10月２日～３月31日
社会保険 有り
賃 金 時給700円
そ の 他 勤務形態･休日は､ 校長の指定により

一部調整する場合があります。

番号 職種 内　　　容

⑥

臨
時
業
務
補
助
員

（
幼
稚
園
で
の
教
諭
の
補
助
）

募集人員 ２人
事 内 容 園児の生活・保育指導の補助
勤 務 地 町内幼稚園
勤務形態 8:15～17:00　1日8時間・週40時間計109日以内
休 日 土曜・日曜・祝日、長期休業日
雇用期間 10月２日～３月31日
社会保険 有り
賃 金 時給700円
そ の 他 勤務形態･休日は､ 園長の指定により

一部調整する場合があります。

番号 職種 内　　　容

⑦

臨
時
業
務
補
助
員

（
小
学
校
で
の
図
書
司
書
業
務
補
助
）

募集人員 １人
仕事内容 本の分類、整理業務等の補助
勤 務 地 町内小学校
勤務形態 8:15～17:00

１日８時間・週40時間計110日以内
休 日 土曜・日曜・祝日、長期休業日
雇用期間 10月２日～３月31日
社会保険 有り
賃 金 時給700円
そ の 他 勤務形態･休日は､ 校長の指定により

一部調整する場合があります。

番号 職種 内　　　容

⑧

非
常
勤
嘱
託
員
（
成
人
教
育
事
業
事
務
）

募集人員 １人
仕事内容 成人教育事業（町民文化祭、成人式、ふれあ

いコンサート等）を実施するための事務
その他の要件 パソコンによる簡易な事務ができる方
勤 務 地 中央公民館
勤務形態 11:15～17:00　１日５時間・週25時

間（土曜・日曜・祝日勤務有）
休 日 指定する日
雇用期間 10月２日～３月31日
社会保険 無し
賃 金 時給700円
その他添付書類 普通自動車運転免許のコピー
そ の 他 勤務形態は､ 館長の指定により一部

調整する場合があります。
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　児童扶養手当または特別児童扶養手当を受
けている方は、毎年８月に「現況届」を提出しな
ければなりません。
　申請受付期間は下記のとおりです。

●日時　児童扶養手当
　　　　　８月４日（火）～８月10日（月）
　　　　特別児童扶養手当
　　　　　８月10日（月）～８月14日（金）
　　　　午前９時から午後５時まで
　　　　 （ただし、土・日は除きます。10日（月）

に限り、窓口を午後７時まで延長しま
す。）

●場所　役場町民福祉課
　対象の方には７月中に通知しています。

●問合先
　町民福祉課福祉班
　☎354－5706

児童扶養手当、特別児童扶養手当を
受けている方へ

　国民年金保険料の納め忘れがあると、将来受け取る老齢
年金の額が減額されたり、受けられなくなったりすること
があります。また、もしものときの障害年金や遺族年金が
受けられなくなることもあります。
　被保険者の年金を受ける権利を確保するため、宮城社会
保険事務局・社会保険事務所では納付期限が過ぎても保険
料の納付が確認できない場合に、「電話」や「自宅への訪問」
による納付のご案内を民間業者に委託して行っています。
　ご案内は、休日や夜間にも行っていますのでご理解とご
協力をお願いします。

◎松島町を所管する仙台東社会保険事務所の委託業者名
　日立キャピタル債権回収株式会社

　委託業者に提供している個人情報は、納付の案内を行う
上で必要となる国民年金保険料の未納者情報に限定して
います。また、目的外使用や閲覧、漏えい、複写複製等を
禁じるなど厳格な安全管理措置を講じています。

●問合先　仙台東社会保険事務所　☎257－6115

国民年金保険料納付の
ご案内をしています

　日本赤十字社松島町分区では、今年度
の社資を８月末まで募集しています。
　日本赤十字社への社資や寄付は、任意
でご協力いただいていますが、赤十字の趣
旨にご賛同の上、是非ご支援くださいます
ようお願いします。
●主な活動
・ 赤十字の普及
と社員募集
・ 病院・血液事
業・救護看護
師養成事業
・ 地域の赤十字
活動
・ 災害救護や救
援物資の整備
等
・国際活動救急法・赤十字講習など

●問合先
　日赤松島町分区（町民福祉課福祉班）
　☎354－5706

平成21年度社資を募集します
　役場や保健所には、犬のフン害や鳴き声、放し飼いなどに関
する相談・苦情が多く寄せられています。飼い犬の行動に注意
をはらい、地域に迷惑をかけないように気を配ってください。
ルールとマナーを守って正しい飼い方をしましょう。
◎ 犬のフン害や鳴き声に関する苦情が増えています。犬を飼う
環境整備やきちんとした「飼い方」や「しつけ」をして人に
危害や迷惑をかけない飼い方をしましょう。
◎ 散歩のときのフンは必ず持ち帰ってください。
◎ フン尿は悪臭や汚染の原因となるだけでなく、感染症などの
病気をもたらす原因にもなります。飼育環境を清潔に保つよ
うに心がけてください。
◎ 繁殖を望まないときは不妊手術や去勢手術が必要です。生ま
れる命に責任がもてないのであれば、不妊去勢措置を行いま
しょう。
◎ 犬の放し飼いは条例で禁止されています。散歩中はもちろ
ん、家にいる場合でも来訪者や通行人に危害を加えないよう
にきちんとリードでつなぎ、放し飼いは絶対やめましょう。
◎ 万が一、飼い犬が人を噛んだり、犬に噛まれた場合にはすぐ
に塩釜保健所又は松島町役場総務課へ連絡してください。

●問合先
　塩釜保健所食品薬事班　☎363－5505
　役場総務課環境防災班　☎354－5782

飼い主のみなさまへ
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　投票時間は午前７時から午後８時までです。
　衆議院議員総選挙が８月18日公示・８月30日に投票が行われます。
　仕事や用事、旅行などで投票日に投票所へ行けない方は、期日前投票ができます。
●期　間　８月19日（水）～８月29日（土）　午前８時30分～午後８時
●場　所　松島町役場（印鑑は不要です。投票所入場券をご持参ください）

●問合先　選挙管理委員会　☎354－5893

　乳がん検診が始まっています。
　申し込まれた方には、マンモグラフィー検査の割
振りの都合上、受診票に検査の日程と時間を指定し
てお知らせしております。下表のとおり地区別の割
振りとなっていますので、ご了承ください。

実施月 対象地区
８月 磯崎地区（磯崎１・２を除く）
９月 高城地区（西柳１・２、高城１を除く）
10月 本郷、手樽、北小泉地区

11月 下竹谷、上竹谷、幡谷、根廻、初原、
桜渡戸地区

　なお、松島地区・磯崎１・２・西柳１・２・高城
１地区については、７月実施分として受診票を配布
済みです。

●問合先　保健福祉センター
　健康長寿班　健康づくり担当　☎355－0703

乳がん検診のお知らせ

8月30日は衆議院議員総選挙の投票日です

　今回は地デジへの切り替え時期に悩んでいる方へ
耳寄りな話を２つご紹介します。
①ある電気店の方から伺った話
　「今使っているアナログのテレビがもったいな
くてね。」とおっしゃる方がいらっしゃいます。
そんな場合に、地デジ用のチューナーを接続する
方法があることはご存知かと思いますが、もうち
ょっと賢い方法があります。
　それは地デジチューナー内蔵の録画機を購入し
てアナログテレビに接続することです。（ブルー
レイなど）
　録画機はテレビを買い替えてもそのまま使えま
すが、チューナーだけだとテレビを買い替えた時
に無駄になります。この方法だとデジタルで番組
を保存できるので一石二鳥です。
②あるテレビメーカーの方の話
　これまでメーカーでは技術の進歩を『価格に反
映』させてきましたが、これからは『機能の向上』
に振り向けていくそうです。そのため、今後は受
像機の値段はそんなに下がらないのではないかと
話していました。

●問合先
　総務省　地デジコールセンター
　☎0570-07-0101
　総務省宮城県テレビ受信者支援センター
　（デジサポ宮城）　☎713－7205

「地デジいろは塾」

郵便等による不在者投票ができます
　郵便等による不在者投票は、お持ち
の身体障害者手帳や戦傷病者手帳、介
護保険の被保険者証「要介護５」の方
が認められています。
　なお、投票には「郵便等投票証明書」
が必要となりますので、上記に該当す
る方は投票日前に申請してください。

選挙速報がパソコン・携帯電話で見られます
●発表内容・予定時刻
　・定時投票率：毎時15分頃
　・最終投票率：午後８時30分頃
　・確定投票率：午後10時30分頃
●URL　http://www.town.matsushima.miyagi.jp/senkyo.html
● 注意事項　一部の携帯電話では、閲覧できない場合があり
ます。
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総合健康診断を下記のとおり実施いたします。

●会　　場　保健福祉センター　どんぐり
●受付時間　午前７時～午前10時
●送迎バス　ご利用になられる方は、下記発着所までお越しください。
　　　　　　行きは各発着所午前７時30分出発、帰りは保健福祉センターより随時出発します。
　　　　　　なお、途中での乗降はご遠慮くださいますようお願いします。

平成21年度

総合健診のご案内

★午後の時間もご利用ください。対象地区以外の方でもかまいません。
　下記日程については、午前の受付時間に加えて午後の時間帯も実施します。（午後の送迎バスはありません。）
　ただし、午後は胃がん検診は実施しませんので、ご注意ください。
９月13日（日）・・午後１時～午後３時も実施
９月16日（水）・・午後１時～午後３時、午後５時～午後７時も実施

●総合健診・送迎等に関する問合先　保健福祉センター　どんぐり　☎355－0703

健診月日 対　象　地　区 送迎車発着場所

9月 2日（水）
根廻地区
本郷地区（小森・居網・帰命院下・新小梨屋）

根廻公会堂

明神地区消防コミュニティーセンター

9月 3日（木）手樽地区
手樽生活センター 7:30→名込7:35→元手樽7:40

古浦7:30→三浦7:35→左坂7:40（各バス停）

9月 4日（金）
高城地区（西柳１・２・高城１・２・３・
新３・高城４・５・高城中）

役場

高城中央広場

9月 7日（月）
幡谷地区（上幡谷）
上竹谷地区・下竹谷地区・北小泉地区

蒲サブセンター7:30→上竹谷生活センター7:40
→上幡谷地内バス停7:50

9月 8日（火）磯崎地区（１～５） 漁協スタンド

9月 9日（水）本郷地区（三居山１・２・新橋・愛宕・反町）
第二小学校向い側（サンクス側）7:30→新橋バス
停7:40

9月10日（木）
幡谷地区（小ケ谷・明神崎・新田・くぬぎ台・
品井沼１・２・中通）

品井沼農村環境改善センター 7:30→農村婦人の
家7:40

9月11日（金）
高城地区（高城６・新６・割波・割波２・
光陽台・高城７・８・９・１０）

役場

高城中央広場

9月13日（日）仕事等でどうしても平日に受けられない方 送迎はありません

9月14日（月）松島地区

小石浜バス停7:20→松島海岸駅前7:25→
菓匠三全駐車場7:30→松島駅前7:40

菓匠三全駐車場7:20→普賢堂バス停7:25

9月15日（火）磯崎地区（６～ 10）
華園集会所前

白萩会館前

9月16日（水）
初原地区
桜渡戸地区

健康館

中島バス停7:30→上初原住宅前バス停7:40
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はじめよう 健康生活
毎年、特定健診を受けましょう

●問合先　健康長寿班　健康づくり担当　☎355－0703

Q 費用は？

A 一部負担のみです。

一部負担となりますので受
診券でご確認ください。
（松島町の国保加入者は、
1,300円です。）

Q どうやって受けるの？

A 受診券が必要です。

ご加入の医療保険者にお
問い合わせください。
（松島町の国保加入者には
受診票をお届けします。）

Q 誰が実施するの？

A ご加入の医療保険
者が実施します。

松島町国民健康保険、協
会けんぽ、健保組合、共
済組合、国保組合などが
実施します。

Q 対象は？

A 40～74歳
すべての人です。

世帯主だけでなく、ご家
族の方も対象です。

結果が届きます
　健診を受けた人全員に健康維持・
増進のための情報提供を行います。
　また、メタボリックシンドロー
ムのリスクに応じて特定保健指導
（動機づけ支援・積極的支援）が行
われます。
　平成20年度は約50人の方が特定
保健指導を受け、メタボの改善に
役立てていただきました。
　詳しくは次回以降の広報まつし
までご紹介します。

健診（9/2～9/16）を受けましょう
　総合健診時に「受診券」「受診票」「保険証」「負担金」
を持参してください。
※ 高血圧・糖尿病・脂質異常などで病院にかかってい
る方も病院での検査と特定健診の検査項目は異なり
ますので、ぜひ、健診を受けてください。

●基本的な健診：全員が受けます。
　身体測定・腹囲・血圧・血糖・血中脂質・肝機能・
　尿検査・生活習慣に関する問診など
●詳細な健診：医師の判断により必要な方が受けます。
●希望による検査：心電図検査、眼底検査など（有料）

特
定
健
診
の
流
れ

特定健診
おなかの臓器の周りにつく内臓脂肪は蓄積しすぎると、体に悪影響を与え、生活
習慣病を引き起こします。メタボリックシンドロームをできるだけ早く見つけて
改善することで、動脈硬化の進行を抑え心筋梗塞や脳卒中を防ぐことができます。
ぜひ、特定健診を受けましょう。

《お願いします》
　松島町国民健康保険に加入しており、
職場の事業主健診を平成21年４月１日以
降に受けた方（特定健診と同等の検査項
目に限る）は、結果表の写しを町民福祉
課に提出することにより、特定健診を受
けたとみなされます。
　ご協力、よろしくお願いいたします。

※詳しく知りたい方は、保健師、管理栄養士にご相談ください。

□ 自宅での１回の食事時間が30分以上である
□ 食事を満腹になるまで食べる
□ 緑黄色野菜をあまり食べない
□ 間食をよくとる
□ アイスクリームなどをよく食べる
□ どこに行くにも自動車を使う
□ たばこを吸う

内臓脂肪がたまる生活？

あなた
は

大丈夫
？
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●日時　毎週水・土曜日
　午後7時30分～午後8時30分
●場所　B&G海洋センター
●講師　厚生大臣認定健康運動指導士
　鈴木宣昭
●会費　2,500円
●定員　10人
●申込み・問合先　
　鈴木　☎368-7078

●日時　8月29日（土）
　午前10時～午後2時30分
●場所　東北区水産研究所（塩釜市
新浜町3-27-5）、調査船若鷹丸
　タッチプールや夜光虫・プランク
トンの観察、調査船若鷹丸見学な
ど楽しい催しをたくさん用意して
います。
●申込み・問合先　東北区水産研究
所業務推進課　☎365-7439
　 ☎365-1191　 ホ ー ムページ
http://tnfri.fra.aff rc.go.jp

　119番への通報方法、初期消火の
技術を習得したい方、町内会（自主
防災組織）、事業所単位で出場して
みませんか。
●日時　10月9日（金）
　午前9時30分～正午
●場所　七ヶ浜町第1スポーツ広場
●受付締切　8月20日（木）
●問合先　塩釜地区消防事務組合消
防本部予防課　☎361-1616

●日時　8月21日（金）　午後5時30
分開場　午後6時開演

●場所　一番館　遊ホール
●入場料　3,000円
●問合先　相原茶園　☎362-1448
●主催　塩釜ゾンタクラブ

　初心者からベテランまで奮ってご
参加ください。
●日時　10月18日（日）午前9時
●場所　松島運動公園テニスコート
●種目　男子、女子、ミックス、各
ダブルス

●参加資格　中学生以上で競技に耐
えられる身体の持ち主

●参加費　一組1,000円。
        但し中学生・高校生は500円。
●申込締切　10月9日（金）
●申込み・問合先　平塚正好
　☎354-3386（FAX兼）

●日時　8月15日（土）午前11時
●場所　花ごころの湯　新富亭
●会費　3,000円
●申込み　8月10日まで
●問合先　宮城県松島高等学校総務部
　伊藤　☎354-3307

●日時　8月8日（土）　午後1時～
●場所　芙蓉閣（大崎市）
●懇親会費　3,000円
●申込み・問合先
　佐藤恒夫　☎354-5603
　佐藤稜威彦　☎354-2715

●日時　8月22日（土）午後2時～
●場所　遠藤旅館（大和町）
●会費　2,000円
●申込み・問合先　黒川高校大郷校
　大友　☎345-2171

●募集対象　日本画・洋画・書・写
真・工芸の5部門
●テーマ　自由
●募集資格　県内在住の60歳以上
のアマチュアの方
●出展料　500円
●申込み期限　10月30日（金）
●展示会場　宮城県美術館県民ギャ
ラリー
●展示期間
　12月3日（木）～6日（日）
●入場料　無料
●申込み・問合先　宮城県社会福祉
協議会　いきがい健康課　
　☎223-1171

秋の日本三景を楽しもう
第33回松島ハーフマラソン大会

●日時　10月11日（日）（雨天決行）　午前９時開会式
●種目　ハーフマラソンの部、10キロの部、5キロの部、
　　　　中学生3キロ（ハーフ・10キロに登録の部あり）
●会場　町民グラウンド
●参加料　一般3,000円、高校生2,000円、中学生1,000円
●ゲストランナー　千葉　真子さん
　※参加者には松島特産のかき汁を提供します。
●申込み　振替用紙/インターネット・携帯サイトにて8月31日（月）まで
　※大会パンフレットは役場産業観光課商工観光班でも配布しています
●問合先
　松島ハーフマラソン大会事務局（KHB東日本放送）
　☎215-2545　http://www.khb-tv.co.jp/marathon/index.html
●主催　宮城陸上競技協会・KHB東日本放送

チャリティサマーコンサート
　真理ヨシコうたごころコンサート

第11回松島硬式テニスダブルス大会
出場者募集

宮城県松島高等学校同窓会総会

宮城県黒川高等学校大郷校同窓会総会

ダンベル体操とエアロビクスサークル
会員募集

「水産研究所ってどんなとこ？」
東北区水産研究所一般公開

参加してみましょう
第29回「消火技術コンクール」

宮城県古川高等学校同窓会総会

第17回宮城シニア美術展作品募集
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マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
8/3（月）、8/24日（月）、9/28日（月）
母子健康手帳の交付　9：30～11：00
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　 ☎355-0703）

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
8/ 4（火）　1歳6カ月児健診（H19.12月～ H20.1月生）
 　受付　12:30～12:45
8/ 5（水）　ハイハイ赤ちゃんセミナー（H20.12月～ H21.1月生）
 　受付　9:30～9:45
8/ 7（金）　1歳児パクパク教室（H20.6月～8月生）
 　受付　9:30～9:45
8/ 7（金）　3歳6カ月児健診（H18.1月～2月生）
 受付　12:30～12:45
8/26（水）　2歳6カ月児歯科健診（H19.3月～4月生）
 　受付　9:30～9:45
8/26（水）　2歳児むし歯予防教室（H19.8月生～9月生）
 　受付　10:00～10:15
8/28（金）　3～4カ月児健診（H21.4月4日～5月28日生）
 　受付　12:30～12:45

予防接種（保健福祉センターどんぐり）
【BCG】　8/4（火）対象　H21.2月21日～5月4日生
　　　　受付　9：00～9：30

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
8/3（月）、8/18（火）　どんぐり保健室　9:00～11:30
8/5（水）、8/26（水）　どんぐり保健室　13:30～14:30
血圧測定、尿検査、栄養相談、歯科相談等もできます。お気軽に
ご利用ください。

シルバー昼食会
8/4（火）、8/18（火）、9/1（火）　あったか～い（どんぐり1班）
8/ 5（水）、8/19（水）　あったか～い（公民館）
8/ 6（木）、8/20（木）　あったか～い（健康館）
8/ 7（金）、8/21（金）　あったか～い（品井沼）
8/11（火）、8/25（火）　あったか～い（どんぐり2班）
8/27（木）　あったか～い（ひだまり）

健康づくり事業（保健福祉センターどんぐり）
8/11（火）　健康の日イベント　10:00～11:30（温水プール美遊）
8/19（水）　献血

8/24（月）　ノルディックウォーキング教室　10:00～11:30
8/ 8（金）　メタボリック予防教室

健康増進機器利用講習会（保健福祉センターどんぐり）
平日（1人30分程度）　＊事前に予約が必要です。
●問合先　☎355－0703（保健師、栄養士）

機能訓練事業（保健福祉センターどんぐり）
8/28（金）　ぱいんの会　10:30～13:00

その他の事業（保健福祉センターどんぐり）
8/21（金）　いちおし健康塾
8/26（水）　元気いきいきクラブ（脳刺激訓練教室）　10:00～11:30

電話相談
保健福祉センターどんぐりでは、電話による各種相談をお受
けしています。
心配なときにご利用ください。FAX相談もお受けしています。
☎355-0666（平日8：30～17：00）
℻  353-3722（平日8：30～17：00）
●健康に関するご相談は･･･
　健康づくり（保健師・栄養士） ☎355－0703
●育児・子どもの発育・発達の不安に関するご相談は･･･
　子育て支援センター　　　　　 ☎354－6888
●高齢者の介護・生活等に関するご相談は･･･
　地域包括支援センター  ☎354－6525

塩釜保健所での各種相談（予約制）
こころの相談   9/14（月）
アルコール・薬物相談  9/18（金）
ひきこもり・思春期こころの相談 8/26（水）
＊事前に予約が必要です。
性感染症相談　平日（8：30～17：15）
＊電話にて匿名で受け付け、無料で実施します。
HIV抗体・クラミジア抗体検査　9/2（水）、9/16（水）
＊ HIV抗体検査は電話予約により匿名で受け付け、原則とし
て無料です。

骨髄バンク登録受付
9/2（水）、9/16（水）　10：00～11：00
●申込み、問合先
　塩釜保健所　母子・障害班　☎363-5507
　塩釜保健所　健康対策班　　☎363-5504
　保健福祉センターどんぐり　☎355-0703（保健師）

はじめましょう！私の健康スタイル　松島町健康プラン⑤＜身体活動・運動＞

〈松島町ではこんなことに取り組んでいます〉
１．がん検診や健康教室、イベントなどの場で、たば
この害に関する知識を普及啓発します。
２．小・中学校の総合学習や保健の授業などを活用し
て出前健康講座を実施し、未成年への喫煙防止対策
を推進します。
３．たばこをやめたい人に対して、禁煙指導・支援に
関する相談窓口や医療機関などの情報提供を行いま
す。
４．公共施設において完全分煙化をすすめます。

〈スローガン〉
☆ たばこの健康への影響を正しく知りましょう
☆ たばこを吸わない習慣を身につけましょう
☆ 分煙のマナーを守りましょう



7月21日は日本三景の日です

　住民の皆さんの利便性を図るため、
各種証明書の発行、公金の収納業務
について、毎週月曜日は午後7時まで
窓口を延長しています。

（ただし、月曜日が祝祭日の場合は
翌日になります）

毎週月曜日は窓口業務を
午後7時まで延長しています

この広報紙は、古紙パルプ配合率100％
の再生紙と植物性大豆油インキを使用
し、環境にやさしい水なし印刷方式を
採用しています。

松島に
活きる

明 日 に 向 か っ て が ん ば っ て い る み な さ ん を 紹 介

松島の魅力を伝えたい
ベルギー  オルゲールミュージアム　営業マネージャー　福田沙織さん

施設の魅力をプロデュース

　福田沙織さんは、昨年の10月にリニューアルしたベル
ギーオルゲールミュージアムで営業マネージャーとして
活躍しています。「展示物の配置、ショップの充実、スタ
ッフの教育などを含め、ミュージアムの魅力をプロデュ
ースをするのが自分の仕事。せっかくＰＲしても施設に
魅力がなければ意味がありませんよね」と営業マネージ
ャーとしての役割を話します。

松島でやりがいを感じて

　「松島と観光については初心者なので毎日が発見。で
も、周辺の観光関係者の皆さんが親切に教えてくれるの

で助かります。皆さんと松島の観光を語り合えることに、
松島でのやりがいを感じています」と話す福田さん。そ
の新鮮な感覚を活かしてミュージアムでのピアノコンサ
ートや結婚式など新しい取組みにもチャレンジしていま
す。
　「ピアノコンサートはナイトミュージアムをテーマに、
月とピアノの演奏で大人の松島を演出しました。常に松
島に反応してもらえる県内のお客様を意識したものです。
これからも地元のアーティストと協力して定期的に開催
したいですね」と新たな企画を検討中です。「結婚式もミ
ュージアムの雰囲気が良かったので取り組みたいと思っ
ていた企画でした」と話す福田さん。白いウェディング
ドレスがミュージアムに映える姿に感動したそうです。

新しい松島に出会えるように

　「ミュージアムではまだ展示していないオルゴールを自
前の職人が急ピッチで修復しています。いつ来ても新し
いオルゴールと出会えるように、松島の魅力も常に伝え
ていきたいですね」と話す福田さん。
　ミュージアムだけでなく松島全体の魅力もプロデュー
スします。

（　）は前月比
男 7,590人（−8） 人口 15,660人（−22）
女 8,070人（−14） 5,506世帯（0）

町の人口
（H21年7月1日現在：住民基本台帳）
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▲古き良き松島海岸の風景を今に伝えます

▲福田沙織さん


